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１． 研究計画の概要 

 本研究はラオス北部、メコン河支流の山

間地河川であるウー川流域を調査地として、

4 年間に渡り、雨季と乾季を中心として時期

をずらしながら、年に二回のフィールド調査

を実施し、調査地周辺に生息する成魚の種同

定と生態情報の収集、卵・仔稚魚の調査、水

文環境・景観調査および水域環境測定等の環

境特性の調査を行う。これらの調査によって

得られた情報を基に山間地河川に生息する

魚類の産卵場所・仔稚魚の成育場所の特性を

解明し、水産資源の適切な管理と持続的利用

に向けての具体的な方策を提言し、当該国・

地域に貢献することを目的とする。 

調査地はラオス北部、メコン河支流の山間

地河川であるウー川流域の上流・中流・下流

に位置するパクウー村、ノンキャオ村、ポン

サリ村周辺である。連携研究者は研究代表者

の指示のもとに、研究代表者とともに恒久的

水域、一時的水域での各種漁具を用いた成魚

の採集、市場調査での村人へのインタビュー

による調査地周辺の魚類相や各種魚類の繁

殖期と産卵場所を含む生態的情報の収集、稚

魚ネット・プランクトンネットを使用しての

卵・仔稚魚の調査および水文環境・景観調

査・水域環境測定等による調査地の環境特性

を把握する。県職員、ラオス大学農学部講師

および彼の指導する学生は上記調査の補佐

を行う。年に三回、国内でワークショップを

開催して研究成果の評価と軌道修正を行い

ながら、最終年次にはラオスでワークショッ

プにより調査結果を報告するとともに、学術

論文や学術出版物は勿論のこと、HP で社会に

結果を公表するとともにパンフレットの作

成等でラオス国立大学や調査地の住民に成

果を還元する。 

 

２．研究の進捗状況 

平成 20 年度は雨季の調査では稚魚は採集

されたものの、仔魚が確認できなかった。一

方、乾季には仔魚、稚魚ともに確認すること

ができた。水文環境から、山間地河川に生息

する魚類の仔魚は乾季には緩流域滞留型成

長を、雨季には流水域流下型成長を行うとい

う仮説が提示された。これを検証するために、

口径 50cm の大型のプランクトンネットを用

いて仔稚魚の流下を調査項目に加えた。さら

に、この仮説検証のためには餌の分析が必須

であると認識された。平成 21 年度に稚魚・

成魚、それらの餌および環境中の有機物

に含まれる安定同位体元素を分析する

準備のため、必要なサンプルの採取を開

始した。成魚・仔稚魚を育む餌の由来を

推定することで、当該地域に生息する魚

類群集に重要な環境を解明することが

可能となり、上記の提言をより具体的に

実現させることができるものと推測さ

れた。 

平成 21 年度は前年度提示された仮説を検

証するために、前年度と同様の大型のプラン

クトンネットを用いた調査を雨季と乾季に

も実施した。雨季の現地調査で、湧水の流出

する場所があり、本調査区域の水文環境を特

徴づけている可能性が考えられたので、昨年

度から実施した安定同位体元素分析にこ

の視点を追加した。また、今年度の乾季

調査では河川環境の違いによる仔稚魚

の分析を開始した。安定同位体元素解析
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の結果、乾季は湧水期限の影響は軽微で

あること、魚類群集を構成する魚種の安

定同位体比が類似していること、乾季に

も仔稚魚が流下している可能性がある

こと、河川でも藻場が仔稚魚の重要な成

育場所であること等が明らかとなった。 

平成 22 年度は前年度と同様に大型のプラ

ンクトンネットを用いての調査を実施した。

一昨年度雨季の流下調査サンプルのソーテ

ィングが終了し、ナマズ科のふ化直後と思わ

れる個体が確認され、雨季にふ化直以後の仔

魚が流下しているという仮説が立証された。

また、乾季、流下する発育段階が、前期

仔魚期の種類と稚魚初期の種類に大別

できたことから、種ごとの流下・成長に

関わる生態に変異がある可能性が示唆

された。さらに、乾季、糸状緑藻のシオ

クサ類 Cladophora spp.の繁茂する場所

の一部を産卵場所とする魚種があるこ

とが確認された。 

 

３．現在までの達成度 

①� 当初の計画以上の成果を得ている。  

(理由) 

 本研究当初の目的である産卵場所

や仔稚魚の成育場所の詳細が明らかに

なりつつあり、本研究開始時に予想しな

かった仮説の提唱と立証はラオスのみ

ならず熱帯モンスーン気候下に生息す

る淡水魚類の繁殖生態の解明、水産資源

の保全・持続的資源利用に重要な視座を

提供する。また、安定同位体の分析は摂

餌関係をとおして熱帯域河川における

河川生態系の構造に関する情報を提供

し、水産学・河川生態学等の分野におい

ても大きな貢献をする。さらに、極めて

情報の乏しい東南アジアの淡水魚仔稚

魚期の外部形態からの同定情報も蓄積

され、東南アジアの魚類学のみならず水

産学に重要な基礎的情報を提供するも

のとして評価できる 

 

４．今後の研究の推進方策 

ソーティングを早急に行い、仔稚魚の

同定作業と同定形質の抽出、それらの種

と生息環境の関係等について情報を収

集する。安定同位体の分析も並行して行

い、成魚と稚魚期における同位体比の差

に注目し成長段階と生態的地位の変化

を解析する。本研究で提示された仮説の

立証をさらに精緻化するため、サンプル

の発育段階と種類の関係を整理し、調査

地域における魚類群集の繁殖・成育生態

を解明し、その情報を上記した結果とと

もに現地還元する。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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